
京都帝閤大事理挙部

瀬戸臨海 賞 験所

（附水族館）



-
， 

序

京都帝国大串王！日感部湖戸 t:iお海宣l除別に就いては曾て案内

記を印 刷し た事もあるが， 岐に絶版とた： っ た。且つ共後建

物を増築し， 設備を改善 した底も少く左い。 殊 vc水族館は

面白 一新し， 年中公開してを る。 上 の事情のため今全部を

書き改め上梓する事とした。

i合も来 る六月は本所.I亡臨幸の御事ありてより満十年に首

る。 此叩子を IWllか此記念と なし得る事は j旬に欣幸の至りで

ある。

昭和十四年五 月
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位置と交遁

瀬戸臨海費積所は和歌山！係西牟婁郡瀬戸鉛山村・にあり ，回遊j母の南方の

入口 に凶方l亡向って突出する番m111奇の根元の砂地一一耐を共地域とする。其

東南方海岸iて沿うて凡そ13町の庭に白渚あり ，更に演停ひに行く 事 7町に

して湯附がある。湯111奇は有馬・道後と共に古くから知られた温泉の一つで

湯治を主とするに到し，自演は近年交通の便と共に遊覧地として急：速に後

展した近代式温泉場である。此の遅り一帯の海岸は頗る風光明知，附近に

は史賞惇設を有する名所営蹟多く ，カHふるに至るjりj・ より噴出する熱湯の豊

富えに事は，白演湯Jli奇温泉の名を頓lて高からしめ，今や一年の遊覧客数十寓

を算へる。

却Jる地方の四隅l亡枕する呑mケ｜｜｜奇は，維新前異閣の舶を見張りする紀州、l

端．の番所のあった問で，今も f/1J小高い松林の｜告に共hlfll＼の三菱石等が延長つてゐ

る。 現在では山内至る所に遊歩路を設け，遊閑地として汗き眺望を檀にし

てゐる。 此11it1の麓ι在る平地の上（＇L.，遠く笠めば黒松の線の聞に隠見する

一群の赤屋根が卸ちj:i;¥{1海富！除ru1・の濯物である。

との千担な地域はr'f:i:ltI 乙白砂の海演をH~ し ． 恐らく砂州、｜の陣地化したも

のであら う。曾て議主r・ri砲公組J；：の別立のあったと云ふ桔杭.:rFの名のある

fyj・である。 賞.I.強月Jj・設置以前は人里から離れた－！＠.：域をなしてゐたどけに，

南園国有のハマユフの見事な群落が自然の伎に保存されてゐるばかりでな

く，春はハマヱンドウ・ホタルカヅラ・スミレ ・コケリンドウ等咲き飢れ，

夏はキスゲ・ハマユフ・ハマヒルガホ・ハマニガナ ・オホマツヨヒグサ等

一町に匂ひ，秋はハマナデシコ ・センニンサウ ・ツルボ等妨を競ひ，冬か

ら脊先にかけてはスヰセン・ノギク等が美しく ~~11）；内を官ii る。つひ数年前迄

は維や兎 .Jrllの類も珍らしくなかったが，今は鈴り見かけなく在った。け

れども向ほ早春には放を狩り松露を掘る事も 「jl，来るし， ：夏は北演の則論i：；~；

海irlH℃海水浴場が開かれる等間究の飴n¥立を治すには充－分の楽しみがある。

と Lに京阪方面より往くには鎖路によるのが昔過である。先づ大阪から

南海電車或は阪和電車を利用し，和歌山で紀勢西線に乗り換へ，南下する
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事約 3時間（急：行 2時lffJ）で白演口騨に着く。際前に汽車の着毎に待ち受

けてゐる大型パスにて，坦々たる 5間幅の鋪装道路を，餐化に富むEH渥j警

の絶景を右に眺めつ＂＇~めば，約20分にして白演温泉に到る。京阪村地方

からもと L迄聯絡切符を設費してゐる。白演から貫験所迄は全部コンクリ

｛トからえヱる坦路で13町J，徒歩20分位で若くが，定期的に遊覧パスが「＇ J荷台

迄通じてゐるから，とれを利用すればよい。大阪から凡そ 4時間の行程で

ある。

との外に大阪商船曾nriの勝浦和主による海路がある。毎日午後大阪天保山

桟橋をrn11汎し，夜遅く EH法（貰際はEr:J遅より少し離れた文里〉に到着する。

とれにより同法踏を横切る巡航船に乗って綱不知に上り，此庭でパスに乗

り換へ白演に注する。外に一週一回大阪から白涜迄定期航空路が設けられ

てゐた。但し之等海とZさとの交通路は此頃休止された。

建物と設備

賞。験所の線地債は計 10,206月~25，之に主なる建物が 7 t:来梢へ字形に立並

んでゐる。自[Jち束より西にII民主た算へて

第一官合（26坪75），第二官合（22坪），寄宿舎（91主F5），特別研究室

(51坪），宜習室（68坪），研究室（95坪〉，水族館（115坪5), （第2固〉，

外に物置等 11坪94 を併せて線建主，~484坪19ある。組、て木造平屋建で，官合

と寄宿合は墨敷，特別研究室は板張床，残の 3はコンクリ｛ト床である。

賓習室（第 3園A，第 7闘）の内部は 2室に分れ，ーは初年級事生の震

習のため，他は大串！涜及上被皐生が使ふ事になってゐる。前者は窓際に連

績した千点点、；取附けられ，南北岡側iて 6名宛の＠がある。後者の南側の窓

際に同様に取附けられた千£tiは但j立様のもので 5位iの席に仕切られる。北

側には仕切なく， 5Jfjに標本塞が置かれ，之に沿海動物標本が分類陳列され

てある。各室の仁Jtうたには海水淡水を供給する大きなコンクリートの流しが

ある。

研究室（第 3国 B，第8固）は宜習室の凶作!IJ！＇乙接した建物で，内部には

中央を縦に貰く廊下あわ共雨側に合計12の室があるD [3[Jち事務室・材料
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~・同書宅 ・篤l買晴窒の各々 ！ と研究宅、8 からなり， 研究宅には夫々流し

を設け，その仁j::t3は夫々生現a車・海洋製・イヒ撃の研究室と左つてゐる。向

研究室の北側に引jの建物があり，材料室l亡過やる。内部は工作室と器械器

具室と合席より怠る。

特別研究室（第3闘 C，第9闘） は初めは研究室と住宅を併せた如く迭

られたのであるが，其後改浩を力Hへ，現在では主として特別寄宿合或は合

議室として利用される。 中に洋風居室 3と成い舎議室の外vc2の小室があ

る。

寄宿舎（第4闘 B，第10園）は構内の中央の噴い空地に建てちれた長い

平家である。内部は和風で，十墨110!~ 4, 八墨f問3の外，娯集室・食堂・浴

室 ・豪所・小使宅があり， 凡そ20人許りを泊める賢さと設備を持ってゐる。

水族館（第4図A，第11岡）は水槽窒と標本宝とからなってゐる。 之に

就ては後章で詳述する。

との外に構内の西北隅海擦に京都帝闘犬i準々友合所属のサンマーハウス

カミある。

震験所の採集結としては長さ32吹， 22.5馬力のガソリンヱンヂンを装備

したモータ｛ボ｛ト“Pelagia”（第15固〉と，長さ24ri]て， 5馬力の石丹hTI妥動

機を具へた‘不11鴻 ＂］anthina 

び、 4《Zoea，，と名付く るノj、さ左ボートがある。

i~ 草と事業

此 賓

に当bfし15寓園許を支出したが’一部／1士別府地球物理皐研究所〈現在の火山

温泉研究所別府研究所・）の創設に制かれた得，残額IO寓闘徐が瀬戸！臨海研

究所・の建築及設備に充てられた。之に力Hふるに和歌山J際より 5寓闘に相賞

する建物及物r日の寄附があり，叉瀬戸鉛山村より敷地の提供があった。そ

れで大E十年夏起工し，翌十一年春建築竣成し，同年夏期には京都大串第

一聞の動植物事科皐生がi：~i海賢習 を行λ．事ができた。その格了後七月二 十

八日地方の人々を招き，総長以下i出席してとLK問所式を行った。問所以
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来永く瀬戸臨海研究所と呼ばれてゐたが，昭和H・三年十三月三十四日勅令

を以て寅験所の名に改められた。

昭和四年六月一日，畏くも生物・単に深き御造詣あらせ給ム 聖上陛下に

は本＇！t験所I＇乙臨幸あらせられ，所員と村民と奉陀し，附近の生物を机しく

御探究遊ばされた。此の光柴を永久に留めむ矯め，翠年六月所内l'Ci印字記

念碑が建てられた。叉其後数回l℃亘って皇族宮殿下の御参観の光栄IC浴し

た。爾来年と共に宜験所は充賓と溌展の途を辿ってゐる。

本臨海富験所設置本来の日的は云ふ迄もなく京都大事関係者の海産動杭

物の研究のためである。従って主に本阜の生物・製の職員事生に利用される

が，他の大事専門皐校等より研究の待来所するものも齢くない。外に動柿

物皐科，墜生の宜習迅・場として最も重要な意義がある。本，竪の理・2真部では動

物を専攻する皐生には，最短夏期2週間存期 1週間とLK来て海産動物の

観察丘験をする事が課せられる。叉植物．堕

汗滋生物や海藻類．に開する箆習を行ふ。

上述の箆験所の使命を果すには附近の生物相に就て全般的危事項の明か

に左って居る事が必要？あ；る。従って問所以来所員或は随時来往する専門

研究家によって，常 l亡附近の海の生物のf］！：類宅？性繁硝等が調査され，叉）＿~i‘

ノ々紀州、｜全般及大阪湾！の海洋調査や!t9J物採集にも赴き，其探集品は専門家の

交定公表を経て，標本として保存されてゐる。其上質験所にて行はれた研

究業総は毎年末一括して世界の諸i臨海宣験所等に配布し，彼等の111版物と

交換を行うてゐる。昭和十三年末迄lて出版された此種業績は計73篇l亡上 り

(14民参照），寄贈を交く る出版物は内閣35，外岡84ffilf'C達する。

街宣験所の肝j属事業として，所内に水族館を経営し，年中公開してゐる

（後輩参照〉。叉従来隔年に夏期中等皐校の博物科教員の免j;i'μit毎講習舎を開

いたが，近年は者［）合により中止してをる。

質験所職員としては現在所長の外に助教授 l 名，あ1 ，~j}~j l名，助手 2名，

！廃託 2名居る。
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気候と環境

紀州、｜は古来気候温暖の地として知られてゐる。 一二月も平均気温7℃ 内

外で雪を見る事は硫である。 盛夏は平均30°Cを超える事もあるが，通常

27°C内外で，常に風があるので凌ぎ易い。地方風では夏は南風，冬は北西

風がか左り強い。漁度は比較的高く，降水量は年平均1800~毛内外で， 六月

が最も 多い。

冬期7.Kt毘は犬鰭15°Cを基準として上下し， 10。以下に降る事は械である。

夏期は大鰹 26°～28°Cの聞を上下し， 最高は 27°～28.5°Cの間にあって，

一年中の最高最低の較差は牒下では最も小さい（表）。

附近の潮の干潟の差は大潮で 2米， 1J、fi闘で、 1.4米迄である。

］，＼＇.！.換所附近の昭和五年より昭和l十二年迄の 8ヶ年聞の

平均気混，平均7.f<f昆及ぴ降水量か示す表

111玉 川｜子了｜す岡市i1XX-iす｜記｜
~1~1司王｜司五戸1~~1司~1 141 1 9r~~－
m卜3.91143114.11川19.5122.31ベ27.0125.81ベ吋.0119.6

耐而司03.山卜20.…78.J卜37.912ふ｜凶川両示5

か L る温暖な策｛民に恵まれてゐる上に紀伊牛島の南端部~1r1wN1 を通る黒潮

の分流が紀伊水道に向って流れ，其一部は回湿潤内に入る矯め，附近の生

物相は著しく熱帯的傾向を帯び、てをる。陸生植物の中でも・湾内の利l島には

ハカマカヅラー名簿珠 （Bauhinia j aponica）が生じ此種のほど北限自生

地として知られ， 島全臨が天然記念物として保護されてゐる。其他紀州、陀

分布の北限とする植物も多く，例へば熔樹やオホタニワタリはとけ乙近い
t十，f カ スサ

南部沖の鹿島や周参見の稲積島等に自生する。

持最近には之より北の湯浅i智内にあろ黒鳥にハカマカ ヅラの産する事が知られ？二ので

厳密に口市中島（:t此種の北限分布地ではなν。
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資験問－附－近の海岸は多くは第三紀，（（ff：新統叉は中祈続l亡屠ずる砂岩， rr告

の互！菅又は~~~岩等からなれ庭々貝類の化石を多量に含む。とれらの宥石

は太平洋の怒濡vci）＼：はれて激しい俣；蝕を受け， 1泊る奇形を呈し，或は宜：険所

の直前に横たはる高島 （ー名閏月島） の如 くr:j:t程！亡閣窓の聞いてゐるもの

もあり，或は江津良附近にある象ヶ鼻岩の様に岩躍の表面が凸凹参差して

歩行に難首長ずる庭も ある。湾局の海岸は1l叩や入江の出入多く，島l興・岩tiff~ ·

暗礁数多撒布し，叉海蝕蚕 ・海蝕l主・洞吋・洞穴が無数にある。叉権現山

（ー名御舵111）下の砂岩脈や餅盤，古賀｛ytjの砂岩脈，江津良Z付近や畠島に多

い乾裂・偽居・圏塊・漣痕等の地質事的に珍重すべき標式的現象が存在し，

何れも天然記念物として保護されてゐる。

とれらの島々即ちj管内の前中島－品島.)J1i島及び番所＇＂奇附近の塔島・高島は

凡そ10～20米の高さで頂上に桧を］買き，間口部の四双島 ・沖烏・法rn烏 （ー

名地の島）は渦日~M~ より僅かに高い庚大友平たい岩礁で，何れも動物の採

集に絶好の虚である。 岡遺湾寄は泥質で，深さは多くも30米を越えす勺 北

岸寄りは約砂貨でアジモが生えてゐる。

i吉海の動物

南紀沿海の動物相に就て特に著しい事は，種類の塑富な事と，熱帯的要

素の多くある事とである。

種類の豊富な事は，例へば魚類の如き九州南端から北海道の沿海までの

「！日より知られてをる全種類の字数以上が紀州の附近に桜むと云はれてをり，

叉貝類も古来有名で全種数15001亡及ぼむとする。 同様の事が他の類に就い

ても云へる。熱帯的要素の多い事は宜験所附近の岩M：上l亡多量の六身JlTT!JI1YJ

類の見られる事でも知られる口置に本州沿岸では之程珊JM類の多くあり，

且共研究に便利な庭はない。

かやう左事情が古くは幕末の本草事者にして「水族志」等の良著を著し

た畔El-J翠IL!翁の如き，或は先頃紀伊沿？毎の魚族を司司査して「紀ナ｜‘M元争

r1司んプご宇丹：縫放氏の如き i窓a竪1言．を出した月jJ~），、で、あらう。叉瀬戸臨海質験所

の所在地をと Lι定められるに至った理Eflでもある。
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ttrrる豊富な海産生物相を隅なく知悉するといふ事は容易ではない。然し

今所員の手で銃意資料蒐集中であるので，迷からす＝一通りの縄まったもの

を公表する事が出来るであらう。 とLには極めて概lf告を詑ずに 1とめる。

向ほ京都大串理！喜男；祁紀要第三巻第三波及び “Records of Oceanographic 

Works in Japan，，第一巻第三枕をも参照せられたい。

無脊椎動物

沿海陀産する著しい動物を種類別にして事げると，先づ？巴里翌は種量共

に甚だ豊富で，到る~に異る種類を見るととが出来るが，遺憾乍ら此類殊

に一尋常海令市類の調査は未だ更に予を附けて居ない。六放射海和ll煩は相模洋

等に比ぺると甚だ乏しいゃうである。唯比較的普通と思ばれるものは借老

同穴の一種 Euplectellaoweni であって，共外j拍子介の一種 Hyalonema

owstoni とキヌアミカイメンが保れる。石海市自の類は稀ではない。

腔腸動物ではヒドロイドの類は甚だ多い。中にも薄桃色をしたハネウミ

ヒドラ（Pennaria），角質の骨軸を法るアフギウミヒドラ （DenJrocoryne), 

．種々のカヤの類な立美しい標本が容易に得られる。

資！験所－；付近の［IJ；透湾l亡百した方而の右礁に，一面に Stephanoscyphusと

云ふ一見ltflllMJ藻の如きものが若いてゐる。鉢1.k母：類の71'¥M，の群棲するもの

で，其水母は王室7J'(母類のヱフアイラクラゲ（Nausithoe）である。此者には

大きな刺胞があって，刺されると皮虜が火膨れのやうに左り，痛み激しく，

屡々高熱を設するので，漁夫等に恐れられ，イラモと呼ばれる。市本附近

にも見られるが，他地方には殆んど知られ左い。分類上叉分布上興味の多

いものである。

外洋に面した岩壁の，潮流の急：友商には，イソパナ・トヂトサカ・フト

ヤギ・アカヤギ・イボヤギ等紅や寅等色取りどりに美しく，叉7.kの清い庭

の岩には， ミドリイシ・スリパチサンゴ・ミドリイシモドキ （Oulastrea

crispata）等の六射耶nwnmが多く若く。熱帯の海洋では此等の1刊Jl切類は多産

して珊瑚礁を治るものであるが，温帯地方の海には其中少数のものが｜安息

するに過ぎない。然る に此附近の海には比類、に属するものうO積 111こ近く，！設
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＊時と珂fもよく生育を積け，千i陸にその生態を問察「円オミる里＆に於いて， 骨

界にもあまり類そ見ない。

イソギンチヤクの類も持だ庫類多く ，中にも的i天jの砂演iて捷む砂色の伊．

4三米を趨ゆる巨大なイソギンチヤクの一面 Dofleiniaarmata, ムラサキ

ハナギンチヤク・ニンジンイソギンチヤクや，浅海の石lて附着する頗る巨

大友 Condrodactis( ？）の釘lき類を始めとし，南日本l亡産する種類は大抵見

られる。叉砂演にはウミシャボテン ・ト ゲウミヱラ等の海偲類が捷息、する。

叉群轄を透るスナギンチヤク（Zoanthus）の類も砂く左い。

間口郊の梢波の荒い底l亡は， ウミマツ・ネヂレヤギ （Cirripathes）等の l

米以上lて及ぶものがあり， 漁夫が網や釣糸を引き掛けて困る事がある。

？阿南や綿；需の類，ゴカイやウミ ケムシ等の多毛環埼類等， イilJれも種類lて

霞む。此等は最近かなり詳しく調ぺがついて，飴程解って来た。 ゴカイの

類では夏の夕暮， i毎商に·i昨ぎ 1~H して美しい花火の様左光を放つものがあり ，

問主星学警の奥の方の砂演lては褒光悦の Chaetopterusがゐる。岩の裂目から

管lて｜者むケヤ リ（Sabellastarte）や，六射珊1,1明の’庁際内にj辞む Hydroidesnor-

vegicus の紅紫黄白色様々の偲の視が，美しく澄んだ水を透る静かな日の・

光を紫－んでわるのも，南方の海洋でなくては見られぬ美観である。

J主主lf吹照明］！防a，穿kl亡郁危の煩も亦店長共に豊富である。藤島や阪同鼻の砂

j告にはムラサキハナギンチヤクと共Jほしてハウキムシ（Phoronis）が多民！？し，

f擦の多い所にはスズコケムシ（Barentsiamisakiensis）が津山石の裏に附い

てゐる。ホウヅキガヒの類では Laqueus, Dallina等が比較的多く採れ，

碕l℃北方系のカメホウヅキチヤウチン （Terebratalia coreanica）が得られ

るのは注意に値する。

1凍度動物の極類及び量の多いととは絡別であって，和々の官芝生涯験材料

として利用される。海岸を一巡りしたどけでも20数種のウニが見出され，

中にも ガンガゼ・ムラサキウニ・コシダカウニ等到る庭で採集せられる。

殻の焔関形をしたナガウニ （Echinometra），赫の太い Leiocidarisは何れも

熱帯性の種類である。 ナマコでは真黒左クロナマコ （Holothuriaatra），濃

紫のムラサキ クルマナマコ （Polycheira rufescens）等3 波打際の石の下に
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気味悪い程多くかたまってゐる事がある。

ヒトデは専門家の調査に擦れば，量的には少いが，大部分熱帯性の種であ

る。 巳知程約20ある中，牛は日本叉は－1丈州で新しく採れた珍ちしいものであ

る。 中にも赤と紫の斑lて彩ちれ売ブてき左 Leiasterは院の長さ l尺，太さ 1寸以

上にも及ぶ。叉アヲヒトデの－fll!:Linc!ζia guildi昭 iiが冬季底曳網陀か Lる。

Ff'l殻類はどとでも海産動物中の最重要な｛l干のーで、あるが，殊~c蟹蝦の類

は甚だ極類多く ，中にも イセエピは地方の漁獲物中ブC切なもの L中lて算へ

られる。之に似たセ ミヱピ・ ウチワエ ピ・ハコヱピも珍しく友い。海岸の

石垣の間には時々熱帯の陸棲ヤドカリ在るヲ カヤドカリ （Coenobita）が捷

む。 f:H妻海畔jや海和fjを脊負ふ セアシガニ （Dromia）の類も本邦ではと Lが

最も種類に富む。有名左タ カアシガニは相模、洋等よりも多いけ．で，春竺四

月頃潔い庭l亡来て網に入る事が少くない。アサヒガニもプミ形奇異の熱帯性

蟹である。 シャコの類では吾闘の沿海に最も普通左111!:類とは別のトヂシャ

コ （Squilla raphidea）が普通である。フクツポ・ヱポシガヒを含む蔓fflll類

は種類も長 も貯i~ 多く，此附近だけに80麗も知ぞうれてゐる。憎の甲殻類の

珍［日lては穿孔性蔓fflll類たる尖胸類の一種（Lithoglyptesindicus）や蟹の一部

(Pseudocryptochirus viridis）が六射珊瑚類の或者と共棲する。

海岸の粁7~（~一J-. f℃は Clunio, Telmatogeton等の海産ユスリカの類が彩．し

く後生じ，叉ウミアメンボの一種も脅通である。 千墨敷附近の蝋自i~痛かち

殻見された ミヅカメムシの一種 Speov、liamaritima は特殊の種類として

注目すべきものである。

軟時動物も可i殻類と共に種類の多い群である。殊に紀州の沿岸は古来介

類蒐集家の最も注目する採集地であるた、け，来fr障や珍硫1亜の夜見せられた

もの甚だ多く，全種類は恐らく 1500f]：にも及ぶであらうとされる。 就中産

業上重要注ものはアコヤガヒで附近に養殖場がある。 其外カキ・トコブシ・

アワピ・ハパウキガヒ も亦産物として大切で‘ある。ツキヒガヒ・ヒアフギ・

リウキウナデシコ・シヤウジヤウガヒ・メンガヒ・チリボタン・ウ ミギク

やイモガヒ類・タカラガヒ類等多く ，穀は土産物として喜ばれる。珍積中

有名なものはベニオキナヱピスフオホイ トカケ？ナガイ トカケ，チマキボ
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ラ， ツツガキ，ハマユウな どで，此ド付近で防i亡n到しる。
後偲ERも非常！て積煩多 く，今迄約80匝分ってゐる。i=f-1l乙も珊刷傾の多い

j寄与の民に美しい級櫛を格がすミカドウミウシ （Hexabranchus）や，紅色

の巨大友 Melibe等の外， 汐干の後の水滑り には度々種々のウミウシ類を

見出す。風舶の様（て膨れて浮き：ウミフウセン （Notarchus) /;;Ul::tにも珍らし

いものである。アメフラシは 4種ばかりあり，冬から存にかけて餓ffiする。

タツナミガヒ・ヒトヘガヒ・ナツメガヒ等も普通であり，イソアワモチも

多い。

頭足類の中ではマイカ・アオリイカ・マダコ・テナガダコ等普通で責事

な産物である。モ ンダコ・タコ プネ も時々波~j~ される。海岸でアウ ム ガヒ

の殻が往々 ｛；~ばれる事もあるがy 恐らく速い南洋から流されて来たもので

あらう。

湾内のI宮島の砂演iては汐干の折，ギボシムシ（Balanoglossus）の孔が一両

に出来る。湯：l)Jl！奇附涯の石！－；－の下lては緑色の小形な別極 Glandiceps があ

る0 i-，任附の類で多いものは シロポヤ・ユウレイボヤ・ミハヱルポヤで，外

！て複！昨i類たる ポウヅボヤやカンザシポヤ も採れる。

脊椎動物

前述の如く，紀伊の沿海は魚類が1tちだ嬰！訴で，種類も 700f℃_J二るだ、らう

と云はれる。之等の仁l-tには産業上重要な ものが少くない。 叉珍らしい新種

として此地方より始めて記放されたものも多くある。然しと Lにはた YIll 

等の協めて；j、部分を皐げ得るに過ぎぬ。

鮫の類ではラ プカが稀に佐れる事がある。アプラザ メ・ ネコザメ・ナヌ

カザメは之より普通である。此等は何れも古代の鮫の生き残りであって，

我悶沿海の動物として外閣にも有名である。績の類も亦頗る多く，シピレ

ヱイ等も稀でない。

自mJとf[t1Mは近！hJの二大7j'()Th物である 0 ~_r,；は春四月が漁獲の盛り時で，明石

や淡路方面の漁船が荒波を犯してと L迄遠征し3 沖合2～3哩の庭に陣取っ

てy 釣や網で産卵の局内海（／ζ念ぐ魚を待ち伏せる。楼咲く頃， と Lより南
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方10粁の庭の富田の演で， 村人結！日iで一日掛り で地曳網を曳き，目の下 2

3尺の即日が網の中ではね返る光景を見る事がある。艇の漁は三月の末に近

く桃の花咲く頃から始まり，本llliHになると共に忙し くなり，初夏には和衰

へ盛夏に持び盛になる。

外に種類の多いものにアヂ・スズキ・ハタ・フヱダヒ・ベラ・ハギ・フ

グ・メバル・カサゴ・コチ・ハゼ・ネズミゴチ・ヱソの去費などある。

海岸の釣rjr.tで得られるものにはイサギ・クロダ ヒ・タパミ・ベラ・ホウ

ボウ・メヂナ・カサゴ・アイゴ等があり ，又プダヒ・ツバメウア・テフテ

フウア・ゲンロク ダヒ ・キンチヤク夕、、ヒ ・クマノ ミ・イトヨリ・ハギの女口

き，怪奇な形と美震な色をしたものが多くあるのは，如イ11JViこも南図の海ら

しい感 じを長~へる。更にヤウジウア・タツノオトシゴ・アカグツ・フウラ

イウア・ウミテンク、、等の如き奇形をしたものや， ハコフグ ・ウミスズメ・

ハリセンボン・マツカ サウア等の如き聞い鱗を法ふ者，マ ンボウの国大な

る，シャチフリ の柔長なる， ミノカサ ゴ ・フリソデウア等の優美なる，ア

ンカウ・イザリウア等の醜誌なる等，焦］、族にも千態寓主主がある。深海-jf.J,f'C. 

属するハダカイワ シ ・キウリエソ・タチモドキ ・リウグウノツカヒ ・オニ

キホウボウ等も荷iI＇乙獲られて，漁夫達に首を傾けしめる。

淡水魚の最も著しいものとしてはオホウナギ （Anguillamauritiana）があ

る。此の似は熱？借地方に炭く分布するものであるが，吾｜逗iでは九州四図よ

り紀i有地方に及ぶ。貨験所よ り；程近い’ι日；j川がJ七分不Iiの北阪地と して天然

記念物として保護を交けてゐる。 その大なるは長5～6尺周囲 2 尺 l~J ブijS～6

誌に及ぶ。

j随品類ではセグロウミヘピ・クロガシラウ ミヘビが時々海岸i互い庭でtm
られる。質検j引j・附近の此類で特筆すべきものは，アカウミガメが月Jiの南北

側の砂演に包年初夏の夜中にjzt~卯 iζJ一二つて来る事である。叉近海でま L l予

長0.5～0.6米飴のアヲウミガメが漁夫の湘にかかる。

地方の記針、には数百以の［（！~＇、が fTI越的に入って来て，近傍の；I日々を！娠 した

事ーなどが繰返し見えてゐるが，今はLl.松左事はない。 然しイルカが脊鰭を

水面jに現はし，illを注して泳いでゐるのを度々海上で笠見する事がある。
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； 季 瀞 生 物

プラ Lクトシ

浮j持生物も種類に富み且熱帯的色彩が著しい。共最も唆化の多いのは十

一月頃より 三四月にかけてどあって，此liJ1V1乙西南の風の吹き綾いた後のi箱、

穏注目 左ど，美しい管水母や櫛水母，浮対：軟路filJJ！段jやサルパ等，彩しく岸

近 く押し寄せる。かやうな時に質験開1・に居る者・の心の躍るは鰯や｛惜の大群

々近づいた折のj魚、夫等の充奮と鑓りはない。

植物性フ。ラ ンクトンとしては Coscinodiscus,Rhizosolenia, Chaetoceras 

等の珪藻類が春先多く 出現する。

動物性プランクトンの中，原生動物では Globigerina,Tretomphalus等

の有孔誌や， Sticholonche, Acanthometron等の放散品等多 く，Sticholon-

cheには普通 Amoebophr” といふr1::i生動物が寄生してゐる。鞭毛最では

Ceratium, Peridinium, Pyrocystist:;r.ど，蹴毛品では Tintinnopsis,Tintin-

nus など主なるものである。夜うと践は静かな海の固に見渡すかぎり 均：紅

に色づく程に現はれる日が債 くと｝J.1，ふと，風の模様でいつの聞にか忽然と

姿を治す事が珍らしくない。

ヒドロ水母：類ではカ ミクラ ゲ・ ハナガサク ラゲ・カラカサクラヂ等が中

でも美しい種類である口ブミノiUのオワ ンク ラゲカロ下頃海岸の岩のj二K打上げ

られてゐるのも屡々ある。 共他と Lから新種と して始めて記載されたもの

もかなりある。管水母類で、はヤウラククラヂ・コヤウラククラゲ・ボウズ

ニラ・カツヲノヱボシ・カツ ヲノカムリ・ギンカクラゲ等精巧左硝子細工

かと思はれる許りであるが，櫛水母＝類のツノクラゲ・カプトクラゲ・ウリ

クラゲ・オピク ラゲ等は蜘妹の総の織物の，践である。

大形の鉢；］＇（母類では， 存は ミヅクラヂ・アカクラヂが年により海を埋む

る許り t乙護生し，夏はタコクラゲが之主主i乙代って移しく繁殖する。その外

に美しいエビ‘クラゲ，大きなユウレイクラゲ、が時々採れるD 之等と同様に

黒潮に乗って来るオキク ラゲも多いが，之れに同、 クラゲヱボ、シ （Alepas）と

いふ蔓fflj月ミ

1魚網の主乏干．にする竹．や洋上にi雲J泊軽石のJ二l亡は屡－々無．数．のヱポシガヒが
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着いて居り，更に叉 Amphinomeといふ多モ環品が気味悪く取り附いてゐ

るととがある。叉黒砂jに乗って南方から時折流れてラf（る美しい瑠璃色をし

たアサガホガヒやルリガヒには，時々アアミノウミウシ （Glaucusmarinus) 

やオキナガレガニ （Planesminutus）やルリヱ ポシ（Lepaspectinata）等が附

いてゐるのを見る。共外翼足類異足類も砂くない。又小形のホウヅキイカ，

サメハダホウヅキイカ等は珍らしい浮j枠｜笠NJ~足類である。

本邦近海産のサルバは大部分との 附・j丘で採れる。中にも トガリサルポ

(Salpa fusiformis）は最も多く，オホサルパ（Thetysvagina）はll:t類の最も

大形のものである。

共他各種の動物幼生が多く現はれるが，之等をーペ述べる事はできない口

海 藻 類

i相）:?i鉛山ド付近のj与夜ー類は元所員であった赤塚孝三氏；及故j！ニ狩二郎氏， 又

故岡村金太郎博土によって，ほ 1,:・ ~PJべ られてをり， 今迄の底j、しそ 150 t重詐

り知られてゐる。中には匝熱帯性のものも砂くなく，カイメンサウ・カイ

ニンサウ（ー名マクリ）・キツカウグサ等は今日の庭では此透りが分布の北

山込とされてゐる。

産j,j，~類では支升｜；で云ム海苔茶店日ち アヰミド日 （Brachytrichia quoyi）が湖

紘附近の岩聞に彩しく生じてゐる。

総蕊類ではミドリゲ・ア アモグーす・アアサ・ヒトヘグサ等最も 多い。多

肉質のものでは制胞皐の材料として有名な Valonia ventricosa が先に述

べたイラモに附着し，イワヅタ （Caulerpa）の類も相官にある。

褐藻類ではホ ンダワラの類最も多く，叉カゴメノリ・フクロノリ・ヒジ

キ等岩田｛を蔽ひ悲し，海底には ウミウチワ・ミル・ウミゴンニヤクが似る

多い。外I＇ζ ヒロメ・クロメ・アントクメ・アラメ等も著しいものである。

ネl：誌類l℃は満潮忠良附近の岩般に生十るイハノリ を採って，浅草海苔と同

じ やうに製して湯11i~r海苔の名で遊覧客に支ってゐ る。外！と フノリ・テング

サも重要なものである。此等は或期間採取を禁 じ，一定の日l亡問調査を開

ける。却l]f出j誌の類は南海だけに種類に富んでゐる。
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研究者心得

I. 本質険所在利用ぜむさすろ者は生物準水産串海洋型の研究者で濁立の研究能

力わろものに限る。然らさろ場合（幻自訟なろ指導者あろ時に限 U）利用 L得ろ。

2. 研究希望者は諌め氏名，職務，研究事項，滞在珠定日数及来靖子象定時日たllf.J・

記して，京都；1'i子大動物単数室内常所々長に申込み，其承認か経ろえr要する。

3. 詰所附近で研究ら目的さぜざる材料の採集ら許さ 1t.v、。又研究の7こめミ雌も

附近の動植物犬伝濫獲すろ 事（工禁ずろ。

4. 研究q1寄伯舎に泊ろ希望あろものは殻め所長の承認、か絞られ7山、。宿泊者は

別に定むろ所の寄宿舎内規に従び，所定の舎費及び食費か支~1J\lλ、。

5. 研究に要すろ滞具器械薬品知（UJ: ろべ〈各 f~I 持参すろ事。但L 質検問備Hーの

ものに Lて貸興L得ろものある故，委細（工諌め問先問合され度い。貸~i~の器械等か

以拐し7：場合は究費か ri~受けろ。所の楽品在使用 u：場合も同様であろ。

6. 首所に於てなされ？：る研究の結果た護去すろ場合，涼め所長の承認、か得？ころ

ものは岱所に於て別刷1ee購入u；：所業続三して i＇~~布すろ。然ら ざろ揚合 も出版物一

部在富所宛寄贈ぜられれb、。
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附層水族館

附島~k按官庁（第 4 園 A，第11～ 14間）は質、験所侍jスjの西南隅に近く海岸

に接して建てられ，研究室と斜に相討してゐる。南方松樹を通して園月島

を望む構内第‘の景勝の位置を占める。

元来との水族館は賓験所に於ける研究用動物の飼育用に造ちれ，時々の

参観者に問せる程度の甚だ小規模左設備しか持：たなかった。所が昭和四年

営所へE島幸の頃より白潰湯崎温泉の名が俄に喧倖せらる Lに連れ，遊覧客

も著しく増加して来た結果，途に公開に決したものである。爾来建物の増

築，内容設備の改善を在すとと数回に及び，現在では開館官時の三倍の買

さになってをり，且E門側より海岸沿tひに直通する道路も設けた。

かく本館は元々観覧を目的として建てられたものではなく，研究を主と

したものであるから，設備等の黙で不充分注黙あるは止むを得ない。然じ

在日覧者側に於て研究的態度を以て観るなら，得る庭は諸－地方の観覧用水族

館に優るものたる事疑びない。

内部設備

水族館の建物は 3棟かちなり，南側と中央の室が水槽室，北側の細長い

室が標本陳列室である。

南側の室は最も庚く（50坪），その東側の入口を入れば，左の窓際に沿う

て幅 l米，奥行0.8米，水深0.4米の中形7K糟（第4闘 A,6）が21伺 L字

型に列ぶ。主として無脊椎動物や小形の魚類を容れるものである。種々の

珍らしい無脊椎動物を養うてをるのはとの水族館の特徴で、ある。右側には

縦 5.5米，横 LS米，水深 0.4米の透明水槽（第4闘 A，めがあり， t:l:t1¥fの

大きさの美しい魚、などを放養し，雨固から隈なく観察の出来る仕組になっ

てゐる。中央には縦3.5米，横2.5米，水深1米近くプール（第4園A，のが

あって，底はタイル張りとし）末よりも低く，運動敏捷な廻併魚を容れる。

室の中央にコンクリート牽があって， とのー上に小動物を零れる硝子製の卓

上水槽（第4匿lA, 4）が20伺ばかり置かれる。~の北側 lて窓より出張って

縦3.5米，横3米，扇子な恒陛丞型（第4闘A,5）がある。とれには鱗類
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の段な扇子な魚や， ウミヘピやハモの様左納長い魚、や，カプトガ＝等を一

緒にして飼ふ。

中央の宝ιは？左右にIE間{ijj＇子張り の覗き大形水槽（第4闘A,8）が大

小10｛悶ある。各7Jd曹は深さ 1 米， 奥行 0.8 米，大形の魚類や蝦'.r'.l~類を放養

し，外f!'!IJから間接光線が入って薄暗く，観察vc1更にしてある。

南側水槽室の下の地下室には動力宰（第4闘A,12）があって， 5Jg-JJの

モータ｛付ターピンポンプ 2墓を据える。 外に地下室内の排水汲揚用の宇

p~力のポンプがある 。 其前 lて潟水の井があれ之より 190 尺の導水管が真

直に遠く海中 ltC /-1~ てをり，チ｜二に入った水はポンプで汲み上げられ，傍の上

に設置せる250石鍛筋コンクリート製の貯水槽（第2闘 1）に滑り ，之より

配水鉛管を流下して各室にjさられる。－－f潮時はヲl二に入る海水だけで、は不足

の免，直接海中より 水を取り入れる別の導水管があり ，雨者を併用する。

夏季気温が 32°~， 34°C の時，海水の最高温度は27°～28.5°C であるに釘し，

水槽内で、の水温は大関 29＇～ 30°Cが最高である。それ故l亡夏季は水槽温度

は海水l乞比しl叉は 2皮の＿b界するに過ぎ左い。庭がさら季では此問きが 4

乃至 5皮（'C及ぶ。従って冬季は必要なものの局めに簡易な加熱装置によっ

て絞めた水を供給してゐる。

外部設備

7］＇（放首の外部には露天プ｛ルが二つある。一つは水族館・の入口の右側Qp

ち研究室の南側にあって，縦 8米，横7米， 深さ l米あり ，雨水を利用し

た淡水プール（第2国 3）である。淡水産の亀やfi管や魚類等を放つJぽ

てゐる。

水族館の南側， 海去をとの間には庚大友海水プーJレ（第 2闘2，第13闘〉が

此頃設けられた。とのプールは和不規則な長方形をなし自然の岩盤左利用

し，岩諜無き庭は鍛筋コンクリ ート の監を設けて作られたものであって，

二つに仕切られ， J二怠る深水槽は， 縦 7.5 米， 横 1.8 米，深さ 1.2米， ~I を

かぶせ，海より採れた大形の魚類等を狭い場所に比JI＼らす1%めに用ゐられる。

下方の深水部はが］20坪の炭さを有し，深さ 2米内外，中央南側寄り lて前記

海水取入チ｜ニがあるo 7]'( ftriは府側の堰堤lて設置した樋口で調節する口とのプ
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』ノL には治；5IT3 を放飼し視覚 lて供してゐる。 此71叶＇，~は水族館より流失する排

水を利用するものである。

飼養動物

本水族館で飼ってゐる動物は二三のほか諜く 附近の海から採れたもので

ある。 前述の如 く動物の種類に亜熱帯乃至熱帯性のもの多く ，美しい色を

帯びたものに富むは本官官の特徴である。

相T類本館・の動物は時により同一で友い。一例として昭和十三年八月中

句の＊日 に飼養してゐた種類を奉げると次の様である。

種類数 伽｜艦数（概算）

if;]:刻iJ到J物（カイメン知） 2 5 

腔！！易動物（サン ゴ，イソギンチヤク等） 27 80 
・inf:

擬軟搬動物（コケムシ， ホウ キムシ等） 3 50 
脊

村主
練度動物（ウニ，ナマ コ，ヒトデ等） 2l 90 

動 理形動物（ゴカイ，ケ ヤリ等） 5 100 

物 節足動物（エピ，カュ，ヤドカリ 等） 17 100 

軟時動物（カヒ，ウミウシ，タコ等） 22 55 

原索動物（ホヤ，ギボシムシ等） 3 20 

計 100 500 

脊椎動物（；前1,fJ'i,i毎抱や） 50 330 

告患 150 830 

季%により夏は沿jギのものが容易くJ采取／：！

少なきを免~1 え主い。 然し冬から春にかけて深海産のものが漁網にか L って

来る事があるので、比較的珍らしいものが多い。冬季でも飼養種数 100を下

る事は少ない。

此附近で芥易に獲られ水族館－を！阪はす動物中，代表的左ものを翠げれば

次の通りである。

春には魚、ではネコザメ・ナヌカザメ・シロザメ・オホセ・カスザメ・サ

カタザメ・アカエイ・シピレヱイ等の鮫頼主買を始めとし，アナゴ・マツカ

サウヲ・ネンプツダヒ・コロダ ヒ・マダヒ・メイチ・キントキグヒ・ヘダ

ヒ・メジナ（グレ）・カワハギ・ハコフ グ ・ハモ等が多い。蟹E！院ではクカア

シガニが春三月から六月頃迄館内で見られる。共他 コシマガニ・ エン コウ
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ガニ・マンジウガニが居る。アメブラシ・ウミウシ・ヒトデも数多い。

夏の魚、は位類が非常に多い。中にもツパス・タパミ・プダヒ・カサゴ・

タカノハダヒ・カノコウヲ・ベラ・カゴカキダヒ・ホタルウヲ・ミノカサ

ゴ・ツノダシ・アヲブ,l／ヒ・イシダヒ・イシガキダヒ・キダヒ・ニザダイ・

クマノミ等主なものである。魚類以外ではイソパナ・トゲウミエラ・ウミ

シダ・テヅJI,毛、ゾル等は都人士に珍らしいものである。

秋になるムテンス・ミギマキ・ユウダチタカノハ・クヱ・モハグ・アカ

ハタ・アヅエトハタ・アナゴ・キンセンフヱダヒ・ログヰ・ウミヒゴヒ・ギ

ンユゴヒ・ゴンヅイ等が入る。

冬になると流石に陸類が紛－－5tしてくる。 ハマテ（プリの仔〉 ・ウツボ・

アヂ・アイゴ・フグ等が主なものである。共他の動物ではイセエピ・セミ

ヱピ等が主に此頃に入れられる。

魚、好jの中ではJ二のタトメジナ・ウツボ・タカノハダヒ・アカハタ・マツカ

サウア・ウミヒゴヒ・アカエヒ iカスザメ等が強くて飼ひ易い。無二仔惟動

物ではイソギンチヤク・イシサンゴ・ウニ・ナマコ・貝類等は長く水槽中

に活きる。

最後に材H第一の人気者のアカウミガメは毎年七月頃質験所附近の砂演

に卵を生みに上って来る。砂中に担められた卯は太陽熱によって暖められ，

大館45日乃至70日を経過すると可愛い L仔が騨化して這ひ出して来る。生

れたl時は大館 Ep長 4~短，腿亙20瓦位であるが，とれを水槽中に飼ひ越冬さ

す事ができる。湖 2 放の｛子は己に EjJ長20~担飴，腿重 2Ii_主食会に達するよ成鵠

では鰭長 l米，館重35民（'C達するものがあるが，との割で成長すれば親に

左る迄にさ程の年数を要するものではないらしいD 本館には此亀の親の外，

l歳より 3歳位の仔をも飼養してをる。

標本陳列室

水槽主主を視覚し柊って北側の細長い標本陳列室に入る（第14闘〉。突きあた

りの弘どにはEえなタカアシガニの額がある。下のJ:j-l上には富田川り大鰻や，

附近で捕れた胴長0.8米に達する E大友ソデイカや，珍稀なラプカの標本

などが太きた硝子瓶に入って陳列されてあるo
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南北の壁に沿うて，各側に 6個宛の大陳列牽がある。北側のものには，

紀州沿海産の魚類の桜本約 300黒iiと回選滋産ーの代表的貝類と南洋パラオ島

産の貝類各々 200貼を排列する。南側の陳列豪には，上に近海産の無脊椎

動物の椋本約 200駄を置き，下にEH走塁j母産の匙礁珊I胡類60黙を陳べる。別

に室の中央に線ガラス張りの陳列牽あり，その一つに南洋パラオ島産の大

形の貝類、を牧め，他の一つには深海珊瑚類や珍稀な貝類を入れる。叉壁聞

を利用しで世界のl臨海質験所の馬買，海産動植物の国，食用海藻の標本の

舗を掛ける。

向所内にはて別に研究者忙のみ見せる標本を多く蔵してゐる Q

観 覧 規 程

1. 水族館（工本規程の定むろ所に従ひ一般公衆の観覧に供す。

2. 水族館公開の日時（工下記の油さす。但し！臨時の間｜羽はJtの都！支所内に之か掲

示す。

白一月一日 白午前九時
毎日

主十二月三十一日 至午後五時

3. 観賞者は入館の｜探観賞3辞任差出すべL。但し本皐職員，畢生生徒及本単に於

て特iこ許可l/: l!:i者蛇｜二i前六歳未満の者（工之荘要ぜす、D

4. 視覚券は下詑の料金に依り所内に於て之ら発行すD

一般公衆 l人に付 金10銭

串生生徒 1人に付 金 5銭

20人以上の図睡 一般公衆は I人に付 金 5銭

昌生生生徒（工 1人lこ付 金 3銭

5. 観覧者（工所内の掲示事現在守 U)Ji.係員の指示に従ふべし。

6. 本規程各候1去の外観1 上必要なる事項（工随時所内に之た掲示すo
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第 3 閏

A. ！主脅室

1.職員研究室

2.準備室

3.初級畢生寅習室

4.上級畢生食習室

お．餌究室

1-6.職員及外来者

研究室

7.暗室

8. 薬品室錠海洋串

貨験室

9.生即組織事寅験室

JO. 問書室

] 1.材料実

12.事務室

n.工作室

14.器械器具室

15.倉出

c.特別研究室

1.墓所

2.食堂

3-5. 居間鎌寝室

6.民間
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4.卓上水槽

8.大形水槽

12. 階下動力室

3.透加水槽

7.飼育用水槽

11. I叶下物置

2.情 i敗水槽

6. 中形ァJ＜槽

10.採集長室

』～
三r.6.食2.査所 3-5.使丁室

室 14. i忠接議娯楽室

A.水族館

1. 入場参賀揚

s.浅水槽

リ ． 標 本 室

B.寄宿舎

1.浴室

7-13.寝



第 5闘 空より見？ころ間違湾全景

ぞ
ル
Jν恥叫軒

第 61品 番所山より見7：ろ臨海民政所会景
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第 7闘 賞習室（右(llij)さ研究室の一部（左側）

第 8闇研究室



第 9園 特別研究 室

第 10闘寄 託j 合
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第 11岡水族館 TE 商

第 12闘 水族館前の淡水プー Jレ



第 13同 水族館市川の海水プール

第 14闘 標本陳列主内部



第 15閏 it険所の南岸三所属舶＂ Pelagia＇’

第 16闘 筑l換所附近で採れろ諮問1珊J聞の代表的種恕i




